
 

 
 

 

移行乳の特性を知り、有効に活用しましょう！ 

 

移行乳には常乳より栄養濃度が高く、多彩な機能がある等のメリットがあります。飼料高騰やコ

スト削減（代用乳）に向けて有効に活用しましょう。 

 

分娩後、最初に搾乳される初乳の後、２回目の搾乳から分娩後５日

目までの乳等省令上で出荷できないと規定されている生乳のこと。 

 

１．成分：栄養濃度が常乳より高い！ 

常乳より多い成分（一部） 働き 

インシュリン 消化器官の発達を促進 

ホルモン（IGF-1） 乳牛では春機発動前の乳腺細胞や卵巣機能の発育等 

コレステロール 栄養 

ラクトフェリン 感染防御機能をもった特別なタンパク質、健康な消化管の維持 

オリゴ糖 腸内の善玉菌増殖を促す 

乾物当たりの蛋白質や脂肪 免疫機能の活性化 

 

２．機能：代用乳や常乳と比べ、多彩な機能がある！ 

主な機能 得られる機能等 

絨毛・腸管の発達 
回腸上皮 T 細胞数が増加、細胞増殖を通じて消化管発達を促

し、最終的に小腸の表面積を増やして栄養吸収能力を高める 

疾病予防 移行乳を給与した牛の方が、下痢症等の疾病に罹患しにくい 

発育向上、離乳日数の短縮 高栄養による発育向上 

                                         

３．移行乳使用のメリット 

・様々なホルモンと栄養素が豊富に含まれ、子牛の消化吸収能力を高める 

・腸管をバリアして下痢症の発生防止につながる 

 

（注意点） 

①加熱殺菌する場合 

低温殺菌（60℃30 分）であれば、移行乳に含まれる免疫グロブリン（IｇG）は変質

しないが、加熱処理をすることで、白血球・サイトカイン等の有効成分も失われるた

め、健康な母乳まで殺菌する必要はない。 

②衛生的な管理 

衛生的な管理を怠ると下痢症に罹患するため、冷蔵庫等の保管場所が必要。 
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